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＊　　5　月　の　税　金　　＊

固定資産税（1期分）　国民健康保険税（1期分）
納期限　5月25日（火）まで　　　　　　　　納期限　5月31日（月）まで



塵⑱西の紺（2）

－ �議 こここう �ii・・・・・・・・e �° nS掌喋 妓謙 二掌ミニ． � �ざ1 �箪一 義 

装薬 � �饗 江、、、－ ���二二 三二 �－ �9〇一 �ヽ＼ 鞠 �三幸㌫二言∴ 
亀へ ��騒 泰 �● �∴∴般若貢 ��1．ま “プ∴∴ 

欽∴∴惇粥 ��撃舞引 �比較 　i �％ 
町　　　　　　　税「701．717 ��587，075 �114．642 �21．5 

地　方　　譲　与　税 �30，000 �20，000 �10，000 �0．9 

娯楽施設利用税交付金 �25．000 �20．000 �5，000 �0．8 

自動車取得税交付金 �25，000 �25．000 �0 �0．8 

地　方　交　付　　税 �780，000 �650，000 �130．000 �23．9 

交通安全対策特別交付金 �1，300 �1，500 �△　200 � 

分担金及び　負　担金 �46，200 �1　　33，950 �12，250 �1．4 

使用料及び　手数料 �17，924 �13，238 �4．686 �0．5 

国　庫　支　出　　金 �823．980 �428，628 �395，352 �25．2 

県　　支　　出　　金 �77，734 �78，792 �i△1，058 �2．4 

財　　産　　収　　入 �心977 �46，177 �i△1．200 �1．4 

寄　　　　附　　　　金 �252，323 �5，181 �247，142 �7．7 

繰　　　　入　　　　金 �2 �80．002 �△80．000 � 

繰　　　　越　　　　金 �49，232 �17．854 �31，378 �1．5 

諸　　　　収　　　　入 �1212，702 �202．562 �10，140 �6．5 
－‾‾‾‾‾－‾百十「示：示‾ 町 ��111，100 �66．700 �5．5 

歳　　入　　合　　計 �113．265．891 �2．321，059 �944，832 �100．0 

特　別　会

特　別　会　計i筆算嶺 ��蘭年度 予算額 �比　　　較 � 

国民健康保険車∴業1　485，500 ��451．442 �34，118 �107．5 

廃　業　共　済∴郵∴築 �40，688 �38．428 �2，260 �105．9 

住宅新築資金等貸付専業 �26．312 �22，909 �1 　　　3，403 �114．8 

一三一芸食㌔計∵器 ��243，458 �∴∴∴ 
129，398 

（5月のおもな行事）1日　不正大麻・けし撲滅運動（一6月30日）

昭
和
野
卑
虐
遠
賀
町
一
般
会
計
予
算
は
、
去
る
一
3
月
の

定
例
町
議
会
で
可
決
成
立
し
ま
し
た
。
国
に
お
い
て
は
第

二
次
臨
時
職
査
会
の
第
一
次
答
申
を
長
期
的
な
行
政
改
革

の
た
め
の
外
科
手
術
と
位
橿
す
け
、
肥
大
化
し
た
行
財
政

を
改
革
す
る
た
め
、
行
政
機
構
の
改
革
、
補
助
事
業
の
見

直
し
、
国
億
の
大
幅
な
減
額
等
非
精
に
き
び
し
い
戴
出
削

減
給
電
を
打
ち
出
し
て
い
ま
す
。
地
方
財
政
に
慕
い
て
も

国
の
財
政
引
き
締
め
の
影
響
を
う
け
き
び
し
い
な
か
で
の

ス
タ
ー
ト
と
な
り
ま
し
た
。
本
町
一
触
会
計
予
算
の
規
模

は
、
別
表
の
と
お
り
歳
入
・
歳
出
共
に
三
十
二
億
六
千
五

百
八
十
九
万
一
千
円
で
あ
り
、
前
年
度
対
比
四
〇
・
七
パ

ー
セ
ン
ト
の
増
と
な
り
ま
す
。

円千位単算予計



第289号（3）　包囲範間引即

款 �本年度 予算額 �前年度 予算額 �比　較 �％ 

議　　　　会　　　　費 �61，281 �59，656 �1，625 �1．9 

総∴∴∴∴務　　　　賞 �325，950 �411，430 �△85．480 �10．0 

民　　　　生　　　　鞍 �369IO63 �332，746 �36．317 �11．3 

衛　　　　生　　　　費 �151，185 �130．981 �20，204 �4．6 

労　　　　働　　　　費 �377，219 �123．095 �254，124 �11．5 

農　林　水　産　業　費 �90，901 �76，983 �13，918 �2．8 

商　　　　工　　　　費 �12，824 �12．678 �146 �0．4 

土　　　　木　　　　費 �1，007，370 �423，376 �583，994 �30．8 

消　　　　防∴∴∴∴費 �94，563 �79，121 �15，442 �2．9 

教　　　　育　　　　費 �521．168 �411．314 �109，854 �16．0 

災　害　復　旧　　費 �2，000 �2．000 �iO �0．1 

公　　　　債∴∴∴∴費 � � �△　4526 �7．4 

諸　　支　　出　　金 �10 �10 �0 

予　　　　備∴∴∴∴演 �10，000 �10，786 �△　　786 �0．3 

歳　　出　　合　　計 �3，265，891 �2，321．059 �944．832 �100．0 

人　　口　　　15，213人（＋124）

男　　　　　7，329人（＋54）

女　　　　　7，884人（＋70）

世帯数　　　　4，193声（＋26）

転　入　286　　転　　出165

出　　生　15　　　死　　亡12

（）内　は前　月　比

1日　憲法週間（一7日）　　　3日　憲法記念日

薬
（
山
田
川
、
声
助
川
改
良
）
　
三
千
四

百
万
円
、
前
川
排
水
路
改
修
一
億
四
千

八
百
万
円
、
都
市
計
画
関
係
と
し
て
今

古
賀
土
地
区
画
整
理
草
葉
負
担
三
千
七

百
万
円
、
韓
用
河
川
整
備
促
進
事
業

（
鬼
津
地
内
さ
か
い
川
改
良
）
一
億
二

千
万
円
、
都
市
計
画
道
路
整
備
促
進

弾
薬
（
街
路
築
造
）
四
億
八
千
二
百
万

円
、
教
育
関
係
と
し
て
中
学
校
建
築
に

伴
う
用
地
取
得
及
び
造
成
費
と
し
て
二

飽
六
千
二
百
万
円
、
遠
賀
・
中
間
地
域

広
域
行
政
事
務
組
合
負
担
金
と
し
て
一

億
八
千
四
百
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
特
別
会
計
へ
の
繰
出
金
は
、
国
民

健
康
保
険
事
業
特
別
会
計
へ
一
千
五

百
万
円
、
学
校
給
食
事
業
特
別
会
計
へ

四
千
六
百
万
円
の
繰
出
と
な
っ
て
い
ま

す。

歳
　
　
　
入

歳
入
の
主
な
も
の
は
、
町
税
七
億
百

七
十
一
万
七
千
円
（
全
体
比
二
一
・
五

パ
ー
セ
ン
ト
）
、
地
方
交
付
税
七
億
八

千
万
円
（
二
三
・
九
パ
ー
セ
ン
ト
）
、

固
唾
支
出
金
八
億
二
千
三
百
九
十
八
万

円
（
二
五
・
二
パ
ー
セ
ン
ト
）
、
諸
収

入
二
億
一
千
二
百
七
十
万
二
千
円
（
六

・
五
パ
ー
セ
ン
ト
）
、
と
な
っ
て
お
り

ます。

歳
　
　
　
出

本
年
度
の
予
算
の
特
徴
と
し
て
は
、

従
来
か
ら
補
正
予
算
に
お
い
て
搭
罷
し

て
い
た
頭
葉
費
に
つ
い
て
、
当
初
予
算

に
計
上
し
た
た
め
に
前
年
度
対
比
四
〇

・
七
パ
ー
セ
ン
ト
の
増
と
な
り
ま
し

た
。
恕
薬
費
の
主
な
も
の
で
は
、
労
働

関
係
と
し
て
産
炭
地
域
緊
急
就
労
海
業

（
駅
南
公
園
道
路
新
設
）
一
億
八
千
四

百
万
円
、
産
炭
地
域
開
発
就
労
謡
薬

（
広
漠
地
区
排
水
路
改
修
）
　
六
千
六
百

万
円
、
特
定
地
域
開
発
就
労
蒋
薬
（
駅

南
グ
ラ
ン
ド
新
設
）
一
億
二
千
百
万

円
、
農
政
関
係
と
し
て
老
朽
潤
池
等
盤

傭
蒋
薬
（
上
別
府
添
ケ
谷
、
小
谷
池
改

良
）
一
千
万
円
、
団
体
営
煙
道
整
備
部

業
一
千
万
円
、
防
衛
関
係
と
し
て
防
衛

施
設
周
辺
道
路
整
備
草
葉
（
古
川
、
鶴

の
前
線
、
八
千
町
十
八
号
線
）
　
二
千
七

百
万
円
、
特
定
防
衛
施
設
周
辺
整
備
率



（4）第289号　　　　　　　　　　　　　　　公⑰弱めが

忘れると

年金がストップ．／

こ　どもの日・児童福祉週間（一11日）5　日

ざ
冨
蚤
を
争
繁
霊
量
を
争
蛋
誓
孟
春
を
争
営
茎
蚤
を
蚤

的
　
国
　
民
　
年
　
金
　
翻

意
墓
誌
電
卓
雪
窒
素
竜
せ
せ
碧
雲
意
も
ゼ
雷
雲
薫
電
卓

5
月
は
、
国
民
年
金
の

現
況
届
の
提
出
期
限
で
す

国
民
年
金
の
障
害
年
金
、
母
子
年
金

準
母
子
年
金
、
遺
児
年
金
、
寡
婦
年
金

を
受
給
さ
れ
て
い
る
人
は
、
毎
年
5
月

3
1
日
ま
で
に
「
国
民
年
金
受
給
権
者
現

況
屈
」
を
役
場
を
通
し
て
社
会
保
険
事

務
所
に
提
出
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す。
現
況
届
は
、
引
き
絞
い
て
年
金
を
受

け
る
た
め
の
大
切
な
手
続
き
で
す
。
現

況
届
を
提
出
さ
れ
な
い
と
、
9
月
期
以

降
の
年
金
の
支
払
い
が
ス
ト
ッ
プ
さ
れ

ま
す
。
引
き
続
き
年
金
を
受
け
る
た
め

に
必
ず
期
限
ま
で
に
、
役
場
国
保
年
金

係
に
現
況
屈
を
提
出
し
て
下
さ
い
。

▽
提
出
期
間
　
5
月
l
ロ
ー
3
1
日

▽
提
出
先
　
役
場
福
祉
課
国
保
年
金
係

な
お
、
昭
和
5
6
年
6
月
1
日
以
降
に

新
た
に
年
金
を
受
け
始
め
た
人
や
支
給

停
止
が
解
除
さ
れ
た
人
、
ま
た
は
障
害

年
金
の
廃
疾
等
級
が
変
わ
っ
た
こ
と
な

ど
に
よ
り
年
金
額
が
改
定
さ
れ
た
人
は

今
年
は
現
況
届
を
提
出
す
る
必
要
が
あ

り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
老
齢
年
金
や
通
算
老
齢
年
金

を
受
給
さ
れ
て
い
る
人
の
現
況
届
は
、

各
人
の
誕
生
月
の
末
日
ま
で
に
社
会
保

険
庁
に
提
出
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す。
な
お
、
そ
の
他
詳
細
は
、
国
保
年
金

係
に
お
尋
ね
下
さ
い
。

香
　
典
　
返
　
し

次
の
方
々
か
ら
、
遠
賀
町
社
会
福
祉

協
議
会
に
ご
寄
附
を
い
た
だ
き
ま
し
た

心
か
ら
故
人
の
ご
冥
福
を
お
祈
り
し

厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

故
柴
田
　
徳
様

（
松
の
本
）
　
柴
田
昭
徳
緑

故
井
口
ハ
マ
コ
様

（
鬼
　
津
）
　
井
口
保
男
様

故
内
藤
嶺
外
様

（
別
　
府
）
　
内
諜
智
嘆
様

法
律
寵
座
開
催

第
9
回
公
民
館
対
抗
軟
式
野
球
大
会
の
開
催

教
育
委
員
会
主
催
、
軟
式
野
球
連
盟

主
管
で
次
の
よ
う
に
軟
式
野
球
大
会
を

開
催
し
ま
す
の
で
、
多
数
の
参
加
・
応

援
を
お
願
い
し
ま
す
。

▽
日
　
時
。
5
月
2
日
（
第
1
日
）

1
時
4
5
分
開
会
式

8
時
試
合
開
始

。
5
月
9
日
（
第
2
日
）

9
時
試
合
開
始

決
勝
戦
終
了
後
閉
会
式

▽
会
場
犠
柏
議
＞
グ
ラ
ン
ド

▽
試
合
形
式
　
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
法

▽
競
技
規
則
　
登
録
1
4
人
、
試
合
1
回

（
延
長
9
回
）
、
コ
ー
ル

ド
ゲ
ー
ム
あ
り

▽
資
　
格
　
町
内
在
住
の
中
学
生
以
上

詳
細
に
つ
い
て
は
、
教
育
委
員
会
社

会
教
育
課
ま
た
は
、
各
地
区
体
育
部
長

へ
お
問
合
わ
せ
下
さ
い
。

第
2
回
陸
上
カ
ー
ニ
バ
ル
の
開
催

地
域
社
会
福
祉
の
一
環
と
し
て
「
暮

ら
し
の
中
の
法
律
講
座
」
を
次
の
よ
う

に
開
催
い
た
し
ま
す
。
こ
れ
は
、
昨
年

民
法
の
相
続
制
度
が
一
部
改
正
さ
れ
ま

し
た
の
で
、
こ
の
改
正
点
を
中
心
に
講

座
を
行
う
も
の
で
す
。
御
参
加
下
さ
い

▽
日
　
時
　
昭
和
5
7
年
5
月
2
4
日
（
月
）

1
0
時
～

▽
場
　
所
　
公
民
館
別
館
ホ
ー
ル

▽
講
　
師
　
福
岡
法
務
局
北
九
州
支
局

総
務
課
長
　
国
松
新
城
氏

▽
演
　
題
　
財
産
と
相
続
に
つ
い
て

第
2
回
陸
上
カ
ー
ニ
バ
ル
を
次
に
よ

り
開
催
し
ま
す
の
で
、
多
数
の
参
加
を

お
願
い
し
ま
す
。

▽
主
　
催
　
遠
賀
町
体
育
協
会

遠
賀
町
陸
上
競
技
協
会

▽
後
　
援
　
教
育
委
貝
会

▽
目
　
時
　
5
7
年
5
月
0
0
日
（
日
）

9
時
5
0
分
競
技
開
始

▽
種
　
目

④
小
学
生
5
年
（
男
・
女
）
灼
m

②
　
〃
　
6
年
（
男
・
女
）
M
m

⑪
中
学
生
1
年
（
男
・
女
）
M
m

④
　
〃
　
2
年
（
男
・
女
）
1
0
0
m

⑪
　
〃
　
3
年
（
男
・
女
）
朋
肋

⑥
高
校
生
　
　
（
男
・
女
）
M
m

④
一
般
　
　
（
男
・
女
）
1
0
0
m

④
5
0
韻
～
3
9
歳
（
男
・
女
）
脚
m

⑨
4
0
戴
～
4
9
歳
（
男
・
女
）
M
m

⑩
5
0
載
～
5
0
歳
（
男
）
　
　
1
仰
m

⑪
0
0
歳
～
舶
載
（
男
）
　
　
剛
m

⑫
7
0
歳
以
上
　
（
男
）
　
　
1
0
0
m

⑬
校
区
対
抗
小
学
生
リ
レ
ー
（
男
・
女
）

⑭
校
区
対
抗
中
学
生
リ
レ
ー
（
男
・
女
）

⑮
校
区
対
抗
一
般
リ
レ
ー
（
男
）

▽
参
加
料
　
小
・
中
学
生
　
百
円

▽
申
込
締
切

▽
申
込
方
法

高
校
生
以
上
　
二
百
円

5
月
1
5
日
（
土
）
ま
で

氏
名
・
年
令
・
性
別
・

住
所
・
種
目
を
記
入
し
、

参
加
料
を
添
え
て
教
育
委

員
会
社
会
教
育
課
ま
で
。



第289号（5）公㊨筋の彿

塊年度55年度56年度　57年度

一人で日常生活のできない老人の皆様へ

「：「． 「‾・∴． ��／1 ∴∴一 

0　日　　愛　鳥　週　間　（一16日）

宮
窪
計
を
争
営
霊
孟
春
を
争
藍
寮
を
唇
を
営
霊
気
蚤
牽

鵬
国
民
健
康
保
険
醐

巻
雲
薫
崎
華
雪
雲
貰
毒
せ
薯
蓋
芸
意
も
寧
薯
茎
ぶ
毛
噂

保
険
税
を
改
正
し
ま
し
た

人
は
誰
で
も
、
自
分
の
病
気
や
ケ
ガ
を
予
測
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
ほ

と
ん
ど
の
場
合
こ
れ
ら
は
、
私
達
に
突
然
お
そ
っ
て
き
ま
す
。

こ
う
し
た
万
一
の
場
合
の
医
療
費
を
社
会
の
み
ん
な
が
遭
静
意
識
を
も
ち
、

相
互
扶
助
を
目
的
と
し
て
つ
く
ら
れ
た
し
く
み
が
、
国
民
健
康
保
険
等
の
医
療

保
険
制
度
で
す
。

近
年
に
お
け
る
医
療
費
の
増
加
は
全
国
的
な
問
題
で
す
が
、
本
町
に
お
い
で

も
年
々
増
加
い
た
し
て
ま
い
り
、
今
般
や
む
な
く
保
険
税
率
の
一
部
改
正
を
い

た
し
ま
し
た
の
で
御
理
解
願
い
ま
す
と
共
に
、
自
分
に
合
っ
た
健
康
づ
く
り
に

心
が
け
、
正
し
い
保
険
診
寮
を
切
に
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
（
図
1
参
照
）

保
険
証
の
更
新
手
続
き
は

お
　
済

4
月
か
ら
は
、
新
し
い
国
民
健
康
保

険
証
を
使
用
し
な
い
と
医
旗
機
関
で
保

険
診
寮
が
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

3
月
的
日
号
広
報
で
更
新
の
お
知
ら

せ
を
い
た
し
ま
し
た
が
、
ま
だ
手
続
を

さ
れ
て
な
い
世
常
が
あ
り
ま
す
の
で
、

み
　
で
　
す
　
か

今
一
度
保
険
紐
を
確
認
の
上
、
葦
急
手

続
を
お
願
い
し
ま
す
。

▽
持
参
品

e
現
在
お
手
持
ち
の
保
険
証
（
5
7
年
3

月
3
1
日
ま
で
有
効
分
）

。印鑑

正
し
い
保
険
診
旗
を
し
ま
し
ょ
う

曲
ノ

（
以
上
紡
年
度
分
か
ら
適
用
）

給
付
関
係
改
正
内
容

。
出
産
費

十
万
円
（
旧
八
万
円
）

（
新
年
3
月
出
産
か
ら
適
用
）

図
1
国
保
で
員
担
す
る
医
療
費
の
推
移

保
険
税
改
正
内
容

o
最
高
課
税
限
度
額

二
十
六
万
円
（
旧
二
十
四
万
円
）

。
均
等
割
領
（
一
人
に
付
）

一
万
一
千
円
（
旧
九
千
円
）

。
平
等
割
頼
（
世
帯
当
り
）

一
万
三
千
円
（
旧
一
万
一
千
円
）

o
低
所
得
世
静
に
対
す
る
均
等
割
、
平

等
割
額
を
減
額
す
る
額
も
そ
れ
ぞ
れ

引
上
げ
を
い
た
し
ま
し
た
。

医
掠
機
関
の
窓
口
で
私
達
が
支
払
う

額
は
少
額
で
も
、
健
授
保
険
の
制
度
か

ら
支
払
わ
れ
る
額
は
相
当
な
額
に
な
っ

て
い
ま
す
。

健
康
保
険
の
制
度
を
運
用
し
て
い
く

に
は
膨
大
な
財
源
が
必
要
で
す
が
、
こ

の
ほ
と
ん
ど
は
私
達
が
日
ご
ろ
負
押
し

て
い
る
保
険
料
と
国
庫
負
担
金
で
賄
わ

れ
て
い
ま
す
。

今
後
、
医
療
技
術
の
一
周
の
向
上
や

人
口
の
高
齢
化
お
よ
び
疾
病
構
造
の
変

化
な
ど
に
よ
っ
て
、
医
感
賞
が
増
え
続

け
る
と
、
健
康
保
険
の
財
政
は
極
め
て

厳
し
い
状
況
と
な
り
ま
す
。

私
達
の
生
活
に
欠
か
せ
な
い
相
互
共

済
の
制
度
1
億
度
保
険
制
度
を
よ
り

一
層
充
実
し
て
い
く
た
め
に
、
ま
た
、

賞
重
な
保
険
料
を
有
効
に
使
う
た
め
に

も
、
加
入
者
の
皆
さ
ん
は
、
制
度
の
現

状
を
十
分
理
解
し
、
自
分
の
健
康
笛
理

に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

。
診
嶺
を
受
け
る
と
き
は
、
保
険
請
を

必
ず
出
し
ま
し
ょ
う
。

。
急
病
で
な
い
限
り
、
診
療
時
間
内
に

診
て
も
ら
い
ま
し
ょ
う
。

。
み
だ
り
に
注
射
や
、
薬
を
注
文
し
な

い
よ
う
に
し
ま
し
よ
う
。

。
病
院
を
転
々
と
す
る
の
は
一
質
し
た

治
礫
が
得
に
く
く
な
り
、
病
気
の
回

復
を
遅
ら
せ
る
こ
と
に
も
な
り
か
ね

ま
せ
ん
。

。
交
通
事
故
な
ど
で
保
険
証
を
使
用
す

る
と
き
は
、
役
場
福
祉
課
国
保
係
に

す
ぐ
届
出
を
し
て
下
さ
い
。

国
劇
闘

。
転
出
、
そ
の
他
人
員
の
変
更
等
は
す

く
に
届
出
を
し
て
下
さ
い
。

特
別
装
韻
老
人
ホ
ー
ム
「
遠
賀
園
」

が
町
内
浅
木
に
完
成
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
ホ
ー
ム
は
、
家
庭
で
寝
た
き
り

ま
た
は
、
ひ
と
り
で
日
常
生
活
が
で
き

な
い
老
人
や
、
病
院
（
医
院
）
等
に
お

い
で
病
状
が
固
定
し
、
医
師
の
診
断
の

も
と
に
生
活
が
で
き
る
老
人
の
皆
様
を

佳
活
全
役
に
つ
い
て
お
世
話
を
し
、
楽

し
く
豊
か
な
人
位
を
送
っ
て
い
た
だ
く

所
で
す
。

近
代
的
な
明
る
い
施
設
の
中
で
、
職

員
全
員
が
一
丸
と
な
り
あ
な
た
の
お
世

話
を
い
た
し
ま
す
。

。
入
関
申
込
み
は
、
役
場
福
祉
課
で
す

。
入
園
定
員
は
5
0
名
で
す
。

。
施
設
運
営
は
社
会
福
祉
法
人
「
筑
前

会
」
で
す
。



第289号　　　　　　　　　　　　　　塵⑩筋の餅（6）

春季行政相談強調週間（一22日）16　日

固
定
資
産
税
の

納
期
変
更

昭
和
5
7
年
度
の
第
一
期
分
の
固
定
資

産
税
に
つ
い
て
は
評
価
換
え
の
年
度
に

あ
た
り
、
法
改
正
の
成
立
が
お
く
れ
た

た
め
、
次
の
よ
う
に
納
期
を
変
更
い
た

し
ま
す
。

▽
変
更
前
　
4
月
Ⅱ
日
－
1
月
2
5
日

▽
変
更
後
　
5
月
1
1
日
～
5
月
2
5
日

危
険
物
取
扱
者
試
験

昭
和
卵
年
度
第
1
回
危
険
物
取
扱
者

試
験
お
よ
び
こ
の
試
験
に
伴
う
準
備
識

習
会
が
次
の
と
お
り
行
わ
れ
ま
す
。

危
険
物
腰
撮
者
試
験

▽
試
験
日
　
昭
和
5
7
年
6
月
6
日
（
日
）

▽
種
　
類
　
乙
種
（
第
1
、
2
、
3
、

1
類
）
丙
謹

▽
試
験
地
　
北
九
州
大
学

▽
頭
替
受
付
場
所
お
よ
び
期
間

北
九
州
市
消
防
局
　
5
月
6
日
－
5

月
7
日

碩
蕾
は
、
遠
賀
郡
消
防
本
部
で
交
付

準
備
譜
習
会

▽
講
習
日
　
昭
和
卯
年
5
月
2
8
日
（
金
）

▽
講
習
場
所
　
中
間
市
中
央
公
民
館

▽
頓
蕾
受
付
揚
所
お
よ
び
期
間

遠
賀
郡
消
防
本
部
　
4
月
約
日
－
5

月
2
7
日

二
級
建
築
士
試
験

∇
試
験
日

。
学
科
試
験
　
7
月
2
5
日

o
設
計
製
図
試
験
　
9
月
1
2
日

▽
試
験
場
∴
福
岡
大
学
（
七
隈
学
舎
）

▽
頗
帝
受
付
場
所
お
よ
び
期
間

県
庁
棚
号
会
議
室
お
よ
び
県
土
木
事

務
所
建
築
課
　
5
月
1
0
日
～
5
月
1
4

日

▽
受
験
案
内
お
よ
び
申
込
用
紙
の
交
付

5
月
4
日
か
ら
県
土
木
導
務
所

書
の
バ
ス
ハ
イ
ク

▽
主
∴
他
∴
謹
賀
山
友
会

教
育
委
員
会

▽
日
　
時
　
昭
和
5
7
年
5
月
1
6
日
（
日
）

▽
目
的
地
　
宗
像
市
城
山

詳
細
は
、
5
月
1
0
日
号
に
掲
職
し
ま

す。

「
街
路
（
ま
ち
の
み
ち
）
」

写
真
コ
ン
ク
ー
ル

▽
主
　
題
　
良
く
整
備
さ
れ
た
街
路

▽
サ
イ
ズ
　
白
黒
は
六
ツ
切
－
四
ツ
切

カ
ラ
ー
は
キ
ャ
ビ
ネ
判
－
四
ツ
切

リ
バ
ー
サ
ル
は
3
5
露

▽
締
　
切
　
昭
和
5
7
年
6
月
0
0
日

詳
細
は
、
役
域
企
画
課
に
お
問
い
合

わ
せ
下
さ
い
。

福
岡
県
警
察
官
お
よ
び
婦
人
警
察
官
採
用
試
験

▽
採
用
職
名
及
び
受
験
資
格

o
警
察
官
A
（
大
卒
者
）

。
驚
察
官
B
（
大
卒
者
以
外
の
者
）

A
B
共
に
、
昭
和
柳
年
4
月
2
日

～
昭
和
3
9
年
1
月
1
日
生
ま
れ
の

男
子

o
婦
人
警
察
官
（
昭
和
3
5
年
4
月
2

日
－
頂
和
約
年
1
月
1
日
生
ま
れ

の
女
子
）

▽
採
用
人
員
　
A
B
合
わ
せ
て
1
－
0
名

婦
轡
は
2
5
名

▽
受
付
期
間
　
昭
和
5
0
年
4
月
1
2
日
～

5
月
日
日
の
8
時
0
0
分

～
1
7
時
の
聞
、
郵
送
は

5
月
日
日
消
印
ま
で
有

効

▽
試
験
日
　
昭
和
5
0
年
5
月
締
出

▽
試
験
科
目
　
A
教
糞
・
論
文
試
験

B
教
饗
・
作
文
試
験

婦
轡
教
護
・
作
文
試
験

す
べ
て
身
体
検
査
あ
り

▽
試
験
場
　
県
内
5
カ
所
（
婦
艶
は

2
カ
所
）

▽
申
込
用
紙
請
求
及
び
申
込
先

福
岡
市
博
多
区
東
公
園
7
番
7
号

福
岡
県
警
察
本
部
警
務
課
採
用
係

筒
話
0
9
2
　
（
6
4
1
）
　
4
1
4
1

内
線
2
4
3
4

郵
便
で
申
込
用
紙
請
求
は
、
7
0
円
切

手
を
は
っ
た
あ
て
先
明
紀
の
返
信
封
筒

を
同
封
し
、
「
申
込
蕊
請
求
」
と
集
碍

す
る
こ
と
。

公
衆
電
話
は
泣
い
て
い
る

イ
タ
ズ
ラ
は
や
め
　
大
切
に
使
お
う

こ
ん
な
経
験
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

－
　
外
出
先
で
、
ふ
と
急
用
を
思

い
出
し
、
や
っ
と
探
し
当
て
た
公
衆

電
話
の
鮒
で
ホ
ッ
ト
一
息
。
さ
て
ダ

イ
ヤ
ル
を
回
そ
う
と
、
コ
イ
ン
投
入

口
に
十
円
玉
を
入
れ
よ
う
と
し
だ
が

入
ら
な
い
。
よ
く
見
る
と
、
投
入
口

の
申
ほ
ど
に
マ
ッ
チ
棒
が
詰
ま
っ
て

い
て
、
取
り
除
こ
う
に
も
指
先
で
は

ど
う
に
も
な
ら
な
い
。
仕
方
な
く
、

ま
た
、
別
の
公
衆
態
話
を
探
し
て
歩

ノ

＼

‥

・

‥

・

〇

こ
う
し
た
不
愉
快
な
経
験
を
お
擬

ら
の
力
も
多
い
こ
と
と
患
い
ま
す
。

公
衆
態
諮
機
へ
の
イ
タ
ズ
ラ
は
、
マ

ッ
チ
樺
の
ほ
か
、
カ
ム
な
ど
を
コ
イ

ン
投
入
口
に
詰
め
込
ん
だ
り
、
ひ
ど

い
の
に
な
る
と
暗
譜
機
が
そ
っ
く
り

な
く
な
っ
て
い
た
り
…
…
と
い
っ
た

目
に
余
る
も
の
も
あ
り
ま
す
。

公
衆
電
話
は
み
ん
な
が
利
用
す
る

も
の
で
す
。
わ
た
し
た
ち
一
人
ひ
と

り
が
大
軍
に
使
う
よ
う
心
掛
け
た
い

も
の
で
す
が
、
心
掛
け
と
言
え
ば
、

公
衆
電
話
の
歩
み
を
振
り
返
っ
て
み

る
と
、
こ
ん
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
あ
り

ます。戦
後
の
一
時
的
（
脂
和
2
2
年
）
、

わ
が
国
の
貨
幣
は
、
そ
の
ほ
と
ん
ど

が
紙
幣
い
わ
ゆ
る
お
札
に
な
り
、
硬

貨
が
姿
を
消
し
た
時
期
が
あ
り
ま
す

こ
の
時
、
登
場
し
た
の
か
、
お
札
に

よ
る
「
信
用
式
公
衆
超
話
」
で
す
。

こ
れ
は
、
お
札
を
入
れ
ろ
ん
料
金

箱
〟
が
笛
話
稔
に
取
り
付
け
ら
れ
て

い
て
、
交
換
手
の
「
お
金
を
入
れ
て

く
だ
さ
い
」
と
い
う
声
に
「
は
い
、

入
れ
ま
し
た
」
と
答
え
る
と
、
交
換

手
は
そ
の
。
返
答
〟
を
信
じ
て
砥
諸

を
つ
な
ぐ
と
い
う
、
い
わ
ば
〝
絶
対

信
用
方
式
〟
。
極
端
な
話
、
お
金
を

入
れ
な
く
も
て
「
は
い
、
入
れ
ま
し

た
」
と
一
言
え
ば
宙
話
を
つ
な
い
で
く

れ
ろ
わ
け
で
す
が
、
料
金
収
納
率
は

な
ん
と
一
〇
五
％
、
つ
ま
り
、
実
際

の
使
用
料
金
を
上
回
る
お
金
が
入
っ

て
い
た
の
で
す
。

当
時
の
英
字
新
聞
ス
タ
ー
．
ス
・
ア

ン
ド
・
ス
ト
ラ
イ
プ
ス
紙
が
こ
れ
を

取
り
あ
げ
、
「
日
本
人
の
道
義
心
い

ま
だ
地
に
堕
ち
ず
」
と
報
道
し
て
評

判
に
な
っ
た
と
言
う
こ
と
で
す
。

こ
の
当
時
の
人
々
か
ら
見
れ
ば
、

公
衆
寵
話
へ
の
イ
タ
ズ
ラ
な
ど
。
言

語
道
断
〟
で
し
ょ
う
。
皆
が
利
用
す

る
も
の
は
皆
で
大
切
に
す
る
よ
う
、

一
人
ひ
と
り
が
心
掛
け
た
い
も
の
で

すね。



（7）屡囲筋の彿　　　　　　　　　　　　　第289号

昭和57年度新役員が決まりました。
（隣組致、世命数は、昭和57年3月末現在の敏です）（空白は4月20日現在未定）＝敬称略含

芙 蓉 �西 �中 央 �広 道 �波 �苦 楽 �松 ノ 本 �木 �旧 停 �東 �新 町 �遠 賀 �老 良 �東 和 �渋 木 �上 別 �虫 生 津 �合 古 �別 千 代 丸 �府 �尼 崎 �鬼 �若 松 �島 �桁 敵 I区 区 分 

広 波 ���������������別 

町 ��筈 ��台 ��守 ��町 ��川 ��苑 ��府 ��賀 ��府 ��津 ��津 

5 �6 �7 �2 �13 �2 �14 �18 �11 �7 �28 �18 �5 �20 �13 �8 �13 �6 �5 �15 �6 �10 �7 �4 �燐 組 

65 �76 �176 �44 �狐 �20 �2級 �171 �1鮒 �†青 �郊9 �測7 �74 �紳4 �2飢 �2飾 �100 �1耳 �46 �紡2 �150 �1糾 �96 �27 �挫 ′高‘ 赦 

白 �石 �西 村 �末 ��大 石 �柴 � �枝 �篠 �永 �泉 �高 崎 �田 �松 本 �石 �吉 野 �武 �高 ��安 �松 �舛 �矢 �区 

石 �田 ��森 ���田 ��沢 �田 �浦 �原 ��平 征 ��松 松 ��谷 �田 ��部 �尾 �添 �野 

隆 成 �金 欠 �信 夫 �利 房 ��敏 夫 �正 和 ��忠 言 �需 �正 �武 彦 �六 男 �四 郎 �貰 �五 郎 �青 天 �費 �久 次 ��暗 �長 信 �新 �力 平 �長 

水 上 �区 � �柴 � �区 � � �白 �区 長 � �松 �区 長 � �区 �永 �区 �秋 武 �区 �舛 添 �区 �生 

長 ��田 正 ��長 ���石 暗 ���本 ���良 策 �田 �長 兼 ��長 兼 ��良 薬 �産 

貞 �兼 ����兼 ����兼 ��幸 �兼 ���昭 ��寵 ��八 ��姐 ▲ 

吉 �務 ��彦 ��務 ���彦 �務 �� �務 ��務 � �務 �男 �務 �郎 �務 �長 

石 � �原大 田楊 �� �柴 �木 村 �山 �川 �徳 王 �原 �原 �秋 吉 �岩 �高白 　石 �毛 �柴 �山 中 ��門 �太 �田 原 ��民 
田 子ヽ �����田 ��県 �畑 ��田 芳 �田 郁 ��村 ��利 �田 ���司 �田 ���生 

ツ 子 ��善i唐 人江 ���治 美 �栄 �正 男 �為 �隆 利 �之 助 �郎 �計 邑 �貧 男 �　君 三子 �秀 済 �リ キ �雄 ��馨 �信 雄 �政 義 ��委 員 

曽 我 部 �大 �和1 時 �矢 ��垂 �山 崎 � �区 �西 � �仮 �末 �土 � �石 松 英 �持 �水 上 �折 �江 頭 �区 �村 �舛 �大 �公 民 
田 ��野 速 ��見 ���長 ���屋 �絃 �屋 �田 ��山 ��橋 ��良 薬 ��添 定 �楊 

俊 �秋 �正 ���敏 �昭 男 ��兼 ���輝 � �幾 �種 ��守 �近 �恵 �実 ��寛 ��戎 �飽 
雄 ��推 ��光 ���務 �姓 ��男 �英 �光 �賛 �馬 �垂 ����務 ��男 �信 �長 

導 水 笑 劇 �中 �永 �� � � �原 �士 �行 �木 �高 崎 �花 �板 �添 田 善 彦 �小 �水 �花 �渡 �門 � �舛 �安 �体 
光 正 �上 澄 志 ．夫 �����田 �富 哲 男 �事 �村 克 夫 ��田 信 義 �田 末 ��松 �浄 ●i �田 �都 博 �司 �村 英 隆 �添 �永 多 富 男 �育 

富 男 ������正 武 ��和 美 ��垂 ��太 郎 ��秀 憲 ��良 助 ��好 弘 ��清 美 ��部 長 

土 �藤 本 �柴 ��垂 � � �－ �乎 鳴 美 �福 �田 � �菊 �矢 野 �桝 � �柴 � � �佐 潟 �村 �小 野 �大 �子 

田 ��日 豊 ��見 ���好 徳 ��山 長 �ロ ��地 ��田 富 ��田 ����岡 ��楊 畿 �供 会 

喬 �紀 ���敏 ����佐 ��法 ��淳 �定 ���粕 ���彦 ��光 ��育 成 会 子 �子 ��光 ���博 �子 �賞 �継 �� �延 �雄 ��治 ���市 �美 �公 �信 �長 

大 田 � �垂 �� �柴 田 治 美 �小 �井 � � �重 �高 崎 チ � � �高石川 杢松野 ツ �綿 � � ��森 �村 千 �田 �矢 野 ス �婦 

広 ツ ヤ ����IIi �口 育 ��村 �松 ���田 “マ ��手 ����田 香 ��原 ツ ��入 会 

和 ���邦 �陽 �ズ ��ツ ヨ 別 田 延 �金君ヤ �友 ����代 �柏 �ギ ノ 舛 添 息 �エ �支 部 
子 石 橋 ����代 �子 入 江 郎 ��子 下 川 正 夫 �子 �子 添 田 太 陽 ���千手子 �枝 触 手 勉 ����子 畑 生 徳 通 �子 ��子 �長 老 人 ク ラ ブ 

柴 田 ツ ル 子 ��� ��村 田 ��随 ロ 仁 ��栗 田 ��石 井 ��南 方 ��柴 田 �河 内 太 助 �掘 寅 雄 ��太 田 ��矢 野 

秋 雄 ��多 七 ����秀 実 ��郎 ��義 茂 ��米 人 ��年 ��隆 助 ����秀 夫 ��無口 

21日　　家　内　労　働　旬　間　（－31日）



第289号　　　　　　　　　　　　　帥筋の餅（8）

質せし，利他婚儀掌人員の推移
〈縞同県〉

話
繊
防
犯
運
動
繭
施
静
欄

・－－　－。、『∴－。

春
の
肪
れ
と
と
も
に
、
人
の
動
き
が
活
発
に
な
る
こ
の
時
期
は
犯
罪
や

事
故
も
多
く
な
り
ま
す
。

次
の
こ
と
に
注
意
し
訪
独
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

☆
鎌
せ
い
剤
の
撲
滅
☆

最
近
、
覚
せ
い
剤
申
誌
者
が
幻
覚
症

状
か
ら
、
発
作
的
に
凶
悪
事
件
や
重
大

な
交
通
事
故
を
起
こ
し
た
り
、
覚
せ
い

剤
の
購
入
代
に
追
わ
れ
て
家
庭
を
破
壊

し
た
り
す
る
な
ど
悲
惨
な
事
態
を
招
い

て
い
ろ
事
例
が
数
多
く
み
ら
れ
ま
す
。

覚
せ
い
剤
の
緯
徴
的
霊
獣

○
暴
力
団
や
不
良
仲
間
と
交
際
し
家

に
寄
り
つ
か
な
く
な
る
。

☆
万
引
き
の
防
止
☆

用
商
店
、
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
に
対

し
て

○
暫
梢
貝
を
配
置
、
店
内
を
く
ま
な

く
監
視
す
る
。

○
万
引
の
多
発
箇
所
を
把
握
し
、
店

員
の
配
置
や
警
備
員
の
暫
戒
を
強
め
ろ

○
啓
備
員
や
店
員
の
視
界
を
さ
え
ぎ

る
商
品
郷
は
さ
け
、
商
品
の
陳
列
方
法

を
工
夫
す
る
。

○
店
員
の
見
通
し
の
き
か
な
い
場
所

教
え
る
。

○
集
団
で
の
万
引
き
が
多
い
の
で
、

不
慰
留
抑
制
到
桐
連
と
－
交
際
い
な
い
よ

う
十
分
注
患
す
る
。

0
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
、
商
店
な

ど
へ
は
、
買
物
な
ど
必
要
な
と
き
以
外

は
出
入
り
し
な
い
よ
う
日
ご
ろ
か
ら
指

導
す
る
。

○
子
供
の
持
ち
物
に
常
に
気
を
つ
け

買
い
与
え
た
覚
え
の
な
い
衣
類
品
等
を

持
っ
て
い
な
い
か
極
め
る
。

ある。鯵
感
を
断
ち
ま
し
ょ
う

O
「
一
回
だ
け
だ
か
ら
」
と
い
う
好

奇
心
か
ら
絶
対
に
手
を
出
さ
な
い
。
友

人
、
近
親
者
、
職
場
の
同
僚
な
ど
か
ら

に
は
、
コ
ー
ナ
ー

、
ミ
フ
ー
等
を
備
え

付
け
る
。

㈲
家
庭
、
学
校
に

対
し
て

○
万
引
き
は
犯
　
ス
リ
ル

一
一
三
幸
一

罪
で
あ
る
こ
と
を
∴
名
不
と
a
t
ー
つ
は

子
供
に
し
っ
か
り
　
ィ
n
e
I
∵
脅
‥
‥
・

☆
乗
り
物
姿
の
防
止
☆

○
車
を
離
れ
る
と
き
は
、
ち
ょ
っ
と

の
間
で
も
キ
ー
を
抜
き
確
実
に
ド
ア
ー

ロ
ッ
ク
を
す
る
。

○
路
上
駐
車
を
や
め
、
夜
間
は
車
庫

屋
内
に
入
れ
ろ
。

○
パ
イ
ク
か
ら
離
れ
る
と
き
は
、
エ

ン
ジ
ン
キ
ー
を
抜
き
ハ
ン
ド
ル
キ
ー
を

必
ず
か
け
る
。

○
自
転
車
や
パ
イ
ク
に
は
、
馬
て
い

錠
や
鎖
鎚
な
ど
頑
丈
な
鍵
を
取
り
付
け

る。

○
自
転
車
や
バ
イ
ク
の
草
体
に
は
、

住
所
と
名
前
を
は
っ
き
り
沓
き
、
防
犯

登
録
を
す
る
。

調
期
0
0
棚
0
0
弧
仰
畑
畑
同
人
瞳

警
察
で
は
、
こ
の
覚
せ
い
剤
を
早
期

に
絶
滅
す
る
た
め
厳
し
い
取
締
り
を
行

っ
て
い
ま
す
が
、
な
ん
と
い
っ
て
も
銘

せ
い
剤
を
追
放
す
る
た
め
に
は
み
な
さ

ん
一
人
ひ
と
り
の
こ
協
力
が
必
要
で
す

覚
せ
い
剤
に
つ
な
が
る
ど
ん
な
小
さ

な
こ
と
で
も
見
た
り
、
聞
い
た
り
、
知

っ
た
り
し
た
と
き
は
、
す
ぐ
轡
祭
に
知

ら
せ
て
下
さ
い
。

ま
た
、
覚
せ
い
剤
の
中
毒
者
や
家
族

の
こ
と
で
悩
ん
だ
り
、
困
っ
た
り
し
て

い
る
人
は
、
ホ
ワ
イ
ト
テ
レ
ホ
ン
程
話

0
9
2
　
（
6
4
1
）
　
4
1
4
1
ま
た
は

折
尾
聾
家
書
防
犯
課
（
覚
せ
い
剤
相
談

コ
ー
ナ
ー
）
　
に
御
相
談
下
さ
い
。

○
小
過
銭
を
ひ
ん
ぽ
ん
に
欲
し
が
り

金
使
い
が
荒
く
な
る
。

○
急
に
怒
り
っ
ぽ
く
な
り
、
イ
ラ
イ

ラ
し
た
り
突
然
乱
暴
に
な
る
。

○
わ
け
の
わ
か
ら
ぬ
こ
と
や
人
に
追

わ
れ
て
い
ろ
殺
さ
れ
る
な
ど
被
害
も
う

憩
的
な
こ
と
を
し
ゃ
べ
る
。

○
食
欲
が
な
く
な
り
、
体
は
や
せ
、

顔
色
が
悪
く
元
気
が
な
く
な
る
。

○
腕
に
注
射
の
あ
と
が
あ
る
。

○
注
射
器
や
小
さ
な
ビ
ニ
ー
ル
袋
を

持
ち
歩
い
た
り
、
部
屋
の
中
に
置
い
て

頭
が
さ
え
ス
ッ
キ
リ
す
る
、
快
感
が
味

わ
え
る
、
美
し
く
や
せ
ら
れ
る
」
な
ど

と
誘
い
か
け
て
く
る
。

☆
暴
力
犯
罪
の
防
止
☆

○
暴
力
団
か
ら
被
害
を
受
け
た
と
き

や
、
暴
力
団
の
犯
罪
を
知
っ
た
と
き
は

泣
き
寝
入
り
や
知
ら
ぬ
ふ
り
を
せ
ず
面

ち
に
轡
祭
に
届
け
出
る
。

○
暴
力
団
に
交
通
憩
故
の
示
談
や
債

権
の
取
り
立
て
を
頼
ん
だ
り
し
な
い
。

○
暴
力
団
関
係
者
か
ら
覚
せ
い
剤
や

と
博
、
ノ
ミ
行
為
な
ど
の
誘
い
が
あ
っ

て
も
絶
対
に
応
じ
な
い
。

○
暴
力
団
関
係
者
に
、
土
地
や
家
屋

な
ど
を
貸
さ
な
い
。

○
暴
力
団
か
ら
寄
附
金
や
用
心
棒
代

な
ど
の
要
求
を
受
け
て
も
断
固
拒
否
す

る。

○
暴
力
団
に
関
す
る
御
相
談
は
警
察

署
へ
。
あ
な
た
の
家
族
の
安
全
と
秘
密

は
絶
対
に
守
り
ま
す
。
安
心
し
て
欝
祭

に
御
相
談
下
さ
い
。

ま
た
、
暴
力
団
に
関
す
る
勝
報
を
数

多
く
提
供
し
て
下
さ
い
。

条樹標目全目鑓



（9）塵⑯西ぬ彿　　　　　　　　　　　　　　　第289号

くらしを見直しムタのない
消費生活を考えましょう。

30日　消費者の　日＝

、〓一俄

井
　
　
戸

井
声
と
は
地
面
を
掘
っ
て
地
下
水
を

く
み
あ
げ
る
所
と
い
え
ば
「
当
り
前
の

こ
と
」
と
言
う
に
き
ま
っ
て
い
る
。

し
か
し
、
現
代
の
子
ど
も
、
特
に
都

会
の
子
と
も
達
は
、
井
戸
に
つ
い
て
の

認
識
は
如
何
で
あ
ろ
う
か
／
　
そ
れ
だ

長
さ
2
m
、
直
径
0
0
餌
の
丸
太
を
く
り

ぬ
き
、
垂
直
に
う
め
て
、
井
戸
側
と
し

て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。

さ
て
、
こ
れ
か
ら
本
町
内
の
名
の
あ

る
井
戸
を
尋
ね
て
み
よ
う
。

l
、
堂
塔
寺
　
自
涜
の
井

昔
、
失
明
し
た
月
軒
長
者
の
娘
が
こ

の
井
戸
の
水
で
洗
い
治
癒
し
た
と
い

4
、
富
家
－
茶
の
水
井
戸

廷
番
の
晋
、
皆
公
筑
紫
に
下
ら
れ
る

途
中
、
こ
の
地
に
上
陸
さ
れ
た
と
き

こ
の
井
戸
の
水
に
て
茶
を
だ
て
慰
め

由
し
た
と
い
う
伝
説
あ
り
。

5
、
虫
生
津
　
お
け
井
戸

船
津
長
者
屋
敷
跡
の
地
に
あ
り
。

金
気
の
多
い
水
で
、
あ
せ
も
・
水
砲

路
な
ど
皮
膚
病
に
効
多
い
と
い
い
、

水
も
ら
い
の
人
や
、
こ
の
水
を
共
同

風
呂
に
使
っ
て
い
た
当
時
、
風
呂
に

く
る
人
も
多
か
っ
だ
。

㌻
｝
》
～
カ
ー
、
方
～
｝
～
。
、
、
）
、
）
i
8
、
、
才
、
～
～
～
i
ゝ
∫
（
羊
ふ
，
～
く
息
（
》
や
、
、
Ⅵ
～
、
へ

）
　
身
体
障
害
者
の
み
な
さ
ん
へ
…

平

、

l

 

i

，

i

＼

、

、

や

．

＼

′

、

i

I

、

）

、

Y

〉

9

、

、

台

（

～

－

2

》

）

、

希

う

～

～

し

巡
回
相
談
お
よ
び
予
約
相
識
の
実
施

け
水
道
の
発
達
は
め
ざ
ま

しい。渇
水
や
水
道
事
故
の
た

め
断
水
し
た
と
さ
こ
そ
、

水
の
有
難
味
を
し
み
じ
み

と
感
じ
る
で
あ
ろ
う
。

井
戸
の
語
源
は
「
水
の

と
ど
ま
ろ
と
こ
ろ
」
の
恵

で
、
昔
、
川
の
水
を
せ
き

と
め
て
水
の
使
い
場
に
し

た
こ
と
か
ら
い
わ
れ
た
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。

お
け
井
戸
と
は
井
戸

鵬
を
桶
の
式
に
し
て
あ

り
深
さ
3
m
・
径
0
0
筒

位
で
あ
っ
た
。

6
、
虫
生
津
　
お
池

こ
れ
ぞ
大
池
で
あ
り
、

清
駒
な
湧
水
断
ゆ
る
こ

と
な
し
。
池
ノ
上
地
蔵

縁
起
に
ま
つ
わ
る
池
。

こ
の
他
、
町
内
に
は
酒
屋

用
と
し
て
用
水
を
井
戸
に

導
水
し
て
活
躍
し
た
井
戸

も
と
も
と
人
間
は
、
自
然
の
川
や
泉

の
周
辺
に
住
み
、
地
上
の
水
を
利
用
し

た
の
で
井
声
を
掘
る
必
要
は
な
か
っ
た

が
人
口
が
増
え
ろ
に
し
た
が
い
、
人
々

は
泉
の
よ
う
に
水
の
わ
き
出
そ
う
な
地

面
を
掘
り
、
地
下
水
を
利
用
す
る
よ
う

に
な
っ
た
の
が
井
戸
の
は
じ
ま
り
で
あ

る。

わ
が
国
の
掘
り
井
戸
は
、
弥
生
時
代

初
期
の
奈
良
県
唐
古
遺
跡
に
よ
る
と
、

、（ノ《
2
、
鬼
津
　
湯
井
声

井
口
家
の
前
の
井
で
、
む
か
し
温
泉

が
湧
い
て
い
た
の
で
門
名
を
湯
の
口

と
い
わ
れ
た
と
い
う
伝
説
が
あ
る
。

3
、
別
府
　
王
池

大
池
ま
た
は
、
お
池
で
あ
ろ
う
、
諸

伝
説
あ
り
、
小
林
家
の
前
に
あ
り
水

溶
列
で
現
在
も
近
隣
で
は
パ
イ
プ
に

て
取
水
し
て
い
る
。

な
ど
も
あ
る
。

な
ぞ
か
け
の
答

前
回
出
題
し
た
答
は
次
の
通
り

1
、
石
臼
（
紛
ひ
き
の
状
態
）

2
、
等

な
ぞ
か
け
出
題

1
、
と
ピ
コ
も
金
つ
、
か
か
も
金
つ
、

な
か
の
お
竹
子
ナ
ン
ジ
ョ
　
（
岩
手
）

2
、
し
ょ
っ
て
も
し
ょ
わ
れ
ぬ
土
徳
利

ナ
ン
ジ
ョ
　
　
　
（
吉
野
千
年
）

予
　
納
　
柏
　
餓

巡
回
相
談
に
来
ら
れ
る
人
は
、
革
餅

に
予
約
相
談
を
受
け
て
下
さ
い
。

▽
期
　
日
　
卯
年
5
月
1
3
日
（
木
）

▽
時
　
間
　
1
3
時
5
0
分
～
1
5
時
5
0
分

▽
場
　
所
　
遠
賀
町
役
場
保
健
室

▽
持
参
晶
　
印
鑑
、
身
体
障
害
者
手
帳

巡
　
回
　
相
　
戦

▽
期
　
日
　
5
7
年
5
月
1
9
日
（
水
）

∇
時
∴
柳
　
1
0
時
－
1
5
時

▽
場
　
所
　
水
巻
町
民
会
館

▽
対
象
者
　
身
体
障
害
者
手
帳
所
持
者

か
戦
傷
病
者
で
、
次
の
い
ず
れ
か
に

該
当
す
る
相
談
の
必
要
が
あ
る
人
お

郵
便
八
方
手
の
配
布

郵
政
省
で
は
、
身
体
障
害
者
福
祉
強

調
連
動
に
ち
な
み
特
別
な
意
匠
の
郵
便

ハ
ガ
羊
を
配
布
し
て
い
ま
す
の
で
、
希

望
者
は
申
し
出
て
下
さ
い
。

▽
対
象
者
　
満
6
歳
以
上
の
重
度
身
体

階
害
者
（
1
級
・
2
級
）

▽
期
　
間
　
昭
和
新
年
5
月
3
1
日
ま
で

▽
配
布
枚
数
　
対
象
者
一
人
に
2
0
枚

な
お
詳
細
に
つ
い
て
は
、
遠
賀
川
郵

便
局
　
穏
話
（
3
）
0
0
4
2
に
お
問

い
合
わ
せ
下
さ
い
。

よ
ぴ
、
身
体
に
機
能
的
な
障
害
を
有

し
身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付
を
受
け

よ
う
と
す
る
人
。

な
お
、
内
務
障
害
者
に
つ
い
て
は

除
き
ま
す
。

▽
巡
回
相
談
内
容

㈲
補
装
具
の
交
付
ま
た
は
、
修
理
の

安
否
判
定
処
方
・
適
合
判
定

㈲
更
生
医
療
給
付
要
否
の
判
定

の
身
体
障
害
者
更
擁
媛
謹
施
設
そ
の

他
福
祉
施
設
へ
の
入
所
指
導

用
身
体
障
害
者
手
帳
交
付
に
関
す
る

判
定

㈹
そ
の
他
更
生
相
談
に
関
す
る
こ
と

自
動
車
運
転
免
許
の

駁
　
得
　
講
　
習

▽
受
講
資
格
　
身
体
障
害
者
手
頓
交
付

を
受
け
た
満
1
8
歳
以
上
の
人
。

道
交
法
第
8
8
号
に
該
当
せ
ず
、
同

法
施
行
窺
則
第
線
条
に
合
致
す
る
人

で
、
し
休
不
自
由
者
、
ろ
う
あ
者
、

内
部
輯
害
者
で
あ
る
こ
と

▽
申
込
期
限
　
昭
和
5
7
年
5
月
8
日

▽
申
込
先
　
遠
賀
町
役
場
福
祉
課

な
お
詳
細
に
つ
い
て
は
、
福
祉
課
に

お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。



（10）第289号　　　　　　　　　　　　　　　盆⑱鍔他釘

尾崎582番地の3
1こか　こ

古田貴子ちゃん

（饗さんの次女）
昭和56年10月26日生

貴子は、生まれてしばらく
は昇すじ通った高貴な顔だら
おっ．／これは……。と両親は

大きな望みをい抱きました。

今は……。こらんのように

庶民的な面がまえで、何やら
はっと！／

新町（広漠1834番地の1）

熊井千景ちゃん

（欝さんの長女）
昭和56年9月20日生

予定日より40日も早く生ま

れた私。
みんなから、男の子と聞

違えられて、ちょっとショッ

ク．′

でも元気いっぱい愛鰭をふ

りまいています。

健康づ　く　り　に　こぽ　んを食べま　し　ょ　う

胴
傭
鰹
艦
圃
壁
の
総
U
診

巷
の
予
防
接
種

予
防
接
種
の
申
込
み
方
法

各
予
防
接
種
の
一
週
間
前
か
ら
前
日

ま
で
に
印
鑑
を
持
参
の
う
え
、
保
健
衛

生
係
に
申
込
み
を
し
て
問
診
票
と
注
悪

書
を
受
領
し
て
下
さ
い
。

ポ
リ
オ
生
ワ
ク
（
急
性
灰
白
髄
炎
）

▽
接
種
日
　
5
月
6
日
（
木
）

▽
時
　
間
　
受
付
　
1
3
時
1
0
分
～
1
4
時

投
与
　
1
3
時
5
0
分
～

▽
場
　
所

▽
対
象
者

▽
接
種
方
法

三
遍
混
合

▽
接
種
日

▽
時
　
間

▽
場
　
所

中
央
公
民
館

生
後
3
－
4
8
カ
月
児

6
週
間
以
上
の
間
隔
を

お
い
て
2
回
投
与

（
ジ
フ
テ
リ
ア
、
百
目
せ

き
、
破
傷
風
）

5
月
n
日
（
火
）

受
付
　
1
3
時
1
0
分
～
1
4
時

接
覿
　
1
3
時
5
0
分
－

中
央
公
民
館

そ
の
他
詳
細
に
つ
い
て
は
、
3
月
2
5

日
号
の
8
ペ
ー
ジ
を
ご
鞄
下
さ
い
。

無
縁
墳
墓
の
改
葬

関
係
者
の
人
は
申
し
出
て
下
さ
い
。

◎
所
在
地
　
佐
賀
県
唐
津
市
十
人
町
9
6

番
地

▽
名
　
称
∴
宗
教
法
人
数
安
寺
墳
内
墓

地

▽
屈
出
先
　
唐
津
市
十
人
町
9
5
番
地

宗
教
法
人
激
安
寺
代
表
役

員
　
井
上
定
保

▽
届
出
期
限
　
昭
和
5
7
年
5
月
4
日

◎
所
在
地
　
宮
崎
県
東
諸
県
部
国
富
町

大
字
本
庄
1
0
4
9
番
地

▽
名
　
称
　
豊
松
基
地

▽
届
出
先
　
国
富
町
大
字
本
庄
4
8
0

0
番
地
　
国
富
町
役
場
住

民
課
　
電
話
0
9
8
5
7

（
5
）
　
3
1
1
1

▽
届
出
期
限
　
昭
和
紡
年
5
月
1
4
日

◎
所
在
地
∴
皆
砺
県
営
暗
部
佐
土
原
町

大
字
下
田
島
1
1
9
9
8

●
　
l
O
ハ
ー
0
（
‖
）
3

▽
名
　
称
　
海
野
整
地

▽
屈
出
先
　
佐
土
原
町
大
字
下
田
島
2

0
6
6
0
　
佐
土
原
町
役

場
環
境
衛
生
課
　
宙
話
0

9

8

5

7

（

3

）

2

5

7

0

▽
届
出
期
限
　
昭
和
新
年
5
月
3
1
円

乳
　
児
　
相
　
談

◎
期
　
日
　
5
月
日
日
（
火
）

▽
時
　
間
　
9
時
3
0
分
－
1
0
時
0
0
分
ま

で
に
お
い
で
下
さ
い
。

ス
　
リ
傷
の

国
　
巻
は
気
候

の
せ
い
か
、

元
気
い
っ
ぱ

い
走
り
ま
わ

っ
て
、
転
ん

だ
り
、
す
べ

っ
た
り
し
て
、
ス
リ
傷
を
つ
く
る
子

供
が
ふ
え
ま
す
。
適
切
な
処
恒
を

し
ま
し
ょ
え
ノ
。

＜
出
血
の
ぐ
あ
い
を
見
る
＞

軽
い
ス
リ
傷
で
、
傷
口
か
ら
血

が
に
じ
み
出
て
い
る
程
度
な
ら
、

毛
細
血
管
か
ら
の
出
血
で
す
か
ら

放
っ
て
お
い
て
も
血
は
自
然
に
固

ま
っ
て
止
ま
り
ま
す
。

傷
が
深
く
血
が
止
ま
ら
な
い
と

き
は
、
ガ
ー
ゼ
な
ど
で
傷
口
を
お

さ
え
て
お
近
く
の
外
科
医
へ
。

＜
傷
口
の
消
毒
∨

働
口
か
ら
細
菌
が
入
ら
な
い
よ
う

に
、
ド
ロ
な
ど
は
き
れ
い
な
水
で
よ

く
洗
い
流
し
て
く
だ
さ
い
。

傷
口
に
は
オ
キ
シ
ド
ー
ル
を
た
ら

し
、
消
誌
ガ
ー
ゼ
ま
た
は
脱
脂
綿
で

手
当
て

ア
ワ
を
お
さ
え
ろ
よ
う
に
し
て
ふ
き

と
り
、
そ
の
あ
と
、
傷
口
の
周
り
は

ヨ
ー
ド
チ
ン
キ
な
ど
を
つ
け
て
消
誌

し
ま
す
。

∧
傷
口
の
手
当
＞

傷
口
に
は
歌
謡
類
を
ぬ
り
、
消
毒

ガ
ー
ゼ
か
、
清
潔
な
布
を
当
て
て
包

諸
を
巻
き
ま
す
。
小
さ
な
傷
な
ら
、

ガ
ー
ゼ
付
き
救
急
バ
ン
ソ
ー
コ
ウ
が

便
利
で
す
。
ま
た
ト
ゲ
が
深
く
さ
き

っ
た
場
合
は
、
ぬ
い
た
あ
と
そ
の
ま

ま
に
し
て
お
き
ま
す
と
破
傷
風
に
か

か
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
か
ら
、
外
科

医
で
治
療
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

▽
場
　
所
　
役
場
保
健
室

▽
対
象
者
　
生
後
7
～
1
2
カ
月
児

▽
詩
参
品
　
母
子
手
帳

▽
内
　
容
　
体
重
、
身
長
等
の
測
定

離
乳
食
等
の
相
談

▽
料
　
金
　
無
料
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穴つの基礎食品
－毎日の食草に必ず六つを

組み合わせましょう－

食品の類別 食　品　の　例　示

魚、貝、いが、たこ、かこ、かまぼ
こ、ちくわをど

牛肉、豚肉、鳥肉、ハムソーセー
ジをど　鶏卵、うずら卵惚ど

大豆、とうふ、むっとう、生揚げ、
がんもどき8ど

牛乳、スキムミルク、チーズ、ヨー
グルトをど

めざし、あかきざ、しらす干しなど

注∴わかめ、こん球、のりなど
海軍を含む

にんじん、ほうれん草、ごまつ

な、かぼちゃをど

だいこん、はくさい、キャベツ、

きゅうり、トマトなど

みかん、りんご、をし、ぶどう、
いちごなど

飯、パン、うどん、そは、スパゲ
ティなど

さつまいも、じゃがいも、さとい

もきど

注　砂糖、要子など雑録含量の多い
食品を含む

てんぷら油、サラダ油、ラード、
パター、マーガリン傘ど

注　マヨネーズ、ドレッシングを
ピタ鵬儀食品を含c

健康氷りり食輔
（魯峠‘翻（む

献立はバランスを考えて
“完全栄発食品”は母乳だけ

ご飯Iこパン、魚、肉……わたしたちが

日常食へそりる食品は、約上000種類に

ものぼります。しかし、lつの食品です
べての栄養素を鰐えそりるものは）つも

ありません。

例えlよ、白のご飯はおりしくで優れた

エネルギー源そ”すが、ミネラルやビタミ

ン類は十分とは言えません。また、みか

万′lbレモンはビタミンCを豊富Iこ合方′Z“

りますが、その他の栄養素はあまり期待

そ“きませ実，。

このように食品Iま、栄養の面から見乙

もそれぞれ特徴があり、文字どおり、、完

全栄養食品〝と言えるのは、宇宙食など

人工的に作られたものを除Iナlg、母乳ぐ

らりのものです。Z‘すから、普通の食品

を食べそそ”きるた打ナ、、完全来襲〝Iこ近づ

IナるIこIま、IJろIjろな食品を組み合わせる

必要があります。

そこそ“、だれて“も簡単lこ覚えられ、実

行しやすり方法として用のらnZのろの

が、厚生省が作成した「6つの基礎食品」

表です。

この表そ“Iよ、食品を、体の中乙果たす

役割によって6つのグループに分Iナそり

ます。毎日の食事て〝、7グループl晶で

もnnZ“すから、6つのグループ全都の

食品を組み合わせて食べると、一応バラ

ンスのどれだ栄養を摂取て“きるようlこな

つそりますo

経度を守るための正しの食生活Iよ，ま

す〝、それぞれの食品の特徴を知ることか

ら始まるとIJつてよりて“しようo　そして

何をとinだIナ食べればよりかを考え、り

うりうな食品を組み合わせた献立つくり

をすることが大切そ“す。

健鷹を保つためには、体操を毎日時間をきめて行っ　　　広報「わんが」では、毎月25日号に、「健康づくり

たりして体を動かすことも大切をことですが、栄養の　　の食生活“を掲載しています。

バランスがとれた食事を心がけることも大きを効果が　　　次回5月25日号は、個人別エネルギー所要量につい

あります。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　てみていきます。

毎　月　第　3　日　曜　日　は　「家　庭　の　日」
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3030 公 民 �30 �30 東 町 公 民 館 �30 �30 静 �3030 �30 木 守 �30 �00 遠 賀 �30 �30 旧 停 �30 �30 ∠ゝ 古 賀 �30 �30 鬼 津 �30 �30 道 管 �00 

虫 生 津 ��上 別 府 ��浅 木 公 民 館 ��老 良 公 民 館 ��広 漠 公 民 館 ��松 の 本 公 民 館 ��尾 崎 ��若 松 ��島 津 

館 別 館 �公 民 館 ��公i光 轟i国 ���公 民 館 ��中 学 校 ��公 民 館 ��公 民 館 �公 民 館 �公 民 館 �公 民 館 �集 ∠し っ：要 所 �公 民 館 �所 

5月分し尿くみ取り予定表

くみ 取り日 �大型車くみ取。地区　i　小型車くみ取り地区 

l（土⊃ �画調、木守　　　　　　） �虫生津、上別府（花園）、広渡 

2（日） �東町、浅木の一部 �広漠、若松、尾崎 

6（木） �月2回くみ取り �月2回くみ取り 

7（金） �虫生津、（新屋敷を含む） � 

14（金） �旧停（旧3号線北側）鬼津、若松 � 

15（土⊃ �旧任（旧3号線南側） �鬼津 

17（月） �遠賀川 �別府、上別府（商家） 

18（火） �遠賀川、新町 �千代丸、鬼津（小鳥掛）、別府 

19（水） �新町 � 

20（木） �新町 � 

21（金） �月2回くみ取り �月2回くみ取り 

22（土） �i‘‾売示覇売蒲云‾読（高潮 � 

24（月） �新町、広漠（申牟田） � 

25（火） �別府 � 

26（水） �別府 � 

27（木） �尾崎、今古賀 

28（金） �尾崎 �老良 

（土） �上別府、木守、若架台、堂塔寺 � 

31（月） �浅木、虫生津 �尾崎（蟹喰） 

道路に　ゴ　ミ　や　あき　カ　ン　を捨てないよう　に
－みんなで守ろ　う　安全で美し　い道路一一

結

核

レ

ン

ト

ゲ

ン

検

診

5
月
1
0
日
か
ら
認
日
ま
で
次
の
日
程
一
・
さ
い
。
な
お
、
男
性
に
か
ぎ
り
、
血

で
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
診
を
実
施
し
ま
す
。
　
圧
、
検
尿
検
査
を
あ
わ
せ
て
実
施
し
ま

該
当
者
は
受
診
券
を
区
長
を
通
し
て
配
　
す
。
ま
た
割
り
当
て
日
以
外
で
も
受
診

布
し
て
も
ら
い
ま
す
の
で
持
参
し
て
下
　
葉
が
あ
れ
ば
受
け
ら
れ
ま
す
。

妊

◎
期
　
日

▽
時
　
間

▽
場
　
所

▽
対
象
者

▽
持
参
品

▽
内
　
容

▽
料
　
金

婿
　
相
　
織

5
月
4
日
（
火
）

9
時
5
0
分
ま
で
に
お
い
で

下
さ
い
。

役
場
保
健
室

妊
産
婦

印
鑑
（
母
子
手
帳
を
受
領

す
る
人
の
み
）

産
前
、
産
後
の
す
ご
し
方

妊
婦
体
掠

母
子
手
帳
交
付

無
料

5
月
分
ゴ
ミ
収
集
予
定
表
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診　　察　　結　　果

正　常（人）i　有所見者

受　診態度i　協力的　　88

体　　格I壷が急1諾i小から

弱　　9

ヘルニア　2

肢　　体　l

歩行不十分1
斜　　頸　1

64

増欝言一
里」＿＿－＿

栄∵糞状態

筋　　　　骨

形　　　　態

皮　　　　膚

心　雑　音i　　1681不　明　1

董」章二
鞠二三嵩

受　診　状　況
‾＼早で）日中 ���3 �！4 �計 

：対象者数（人情5141 　　1 ���51 �51 �188 
‾受診音数（人）！ �42138 ��47 �42 �169 

ー受診率繭示 ��92．2 1 �92．7 �82．4 �89． 

歯　の　状　態

本数問9回11112回

人数！1510131112312【18　5

虫歯の状態　　虫歯のある子
虚．蔑∵総∵数

その他の異常　反対唆　合
唆　合　不正
撼　列　不

韻　合

形　成　不

関

不要犬の引顎りは、遠賀保健所003（201）4161へどうぞ

一
歳
六
カ
月
検
診
を
実
施
し
て

遼
貰
町
で
は
、
昭
和
朗
年
度
か
ら
一

歳
六
カ
月
～
一
歳
八
カ
月
児
を
対
象
と

し
て
、
町
内
医
師
・
歯
科
医
師
の
協
力

の
も
と
に
年
4
回
実
施
し
て
い
ま
す
。

幼
胞
の
一
歳
六
カ
月
の
時
期
は
前
号

に
書
い
た
よ
う
に
、
身
体
の
発
育
、
漸

神
発
達
の
面
で
歩
行
や
言
語
等
の
様
子

が
容
易
に
得
ら
れ
や
す
く
、
異
常
を
早

期
に
発
見
し
、
障
害
が
広
が
る
の
を
肪

ぐ
の
に
巌
も
大
切
で
す
の
で
こ
こ
に
一

年
間
の
診
察
結
果
を
ま
と
め
て
み
ま
し

た。

惇
「
膚
I
L
‖
回
目

1
5
6
一
2
1
5
8

通
す

普
∴
「
強
普

÷
言
下
4
1

一

　

一

　

　

　

一

　

　

一

　

一

大
本
大
人
大
人
大
人

1

9

の

6

2

3

1

1

3

正
齢
全
攻

お
お
ま
か
に
い
う
と
、
一
歳
半
で
は

転
ば
ず
に
歩
い
て
、
絵
本
を
見
て
知
っ

て
い
る
も
の
を
指
き
し
時
に
そ
の
名
前

を
言
い
、
お
も
ち
ゃ
や
人
形
な
ど
で
そ

れ
ら
し
く
遊
び
、
意
味
の
あ
る
単
語
を

言
え
ば
い
い
と
い
え
ま
す
。
本
町
で
は

問
題
と
な
る
幼
児
は
表
に
示
す
よ
う

に
、
総
合
判
定
で
n
人
の
幼
児
が
今
後

の
発
育
状
況
に
注
意
し
て
育
児
に
あ
た

ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
え
ま
す
。

虫
歯
に
つ
い
て
は
、
虫
歯
に
か
か
っ

て
い
る
幼
児
は
1
9
人
で
、
そ
の
総
数
は

0
0
本
と
な
っ
て
い
ま
す
。
虫
歯
の
あ
る

人
は
特
に
で
す
が
、
な
い
人
も
初
感
染

の
歯
の
生
え
は
じ
め
に
十
分
な
手
入
れ

と
、
早
期
治
績
を
怠
ら
な
い
よ
う
に
心

掛
け
た
い
も
の
で
す
。

野
犬
の
薬
殺
を

行

っ

て

い

ま

す

野
犬
に
よ
る
被
害
防
止
の
た
め
、
誌

え
さ
に
よ
る
野
犬
の
薬
殺
を
実
施
し
て

い
ま
す
。
談
え
さ
の
設
置
場
所
に
は
赤

旗
を
立
て
て
い
ま
す
の
で
、
愛
玩
動
物

等
を
近
づ
け
た
り
放
し
た
り
し
な
い
よ

う
御
注
態
下
さ
い
。

▽
実
施
期
間
　
4
月
2
0
日
～
5
月
2
0
日

お
ん
が
短
歌
会
談
草

河
巾
璃
酋
先
生
避

難
∴
放

射
な
き
日
わ
れ
の
口
紅
つ
け
し
姪
婆
あ

だ
た
め
て
今
日
嫁
ぎ
ゆ
く

高
崎
　
佳
子

少
し
つ
つ
父
の
避
品
が
減
り
ゆ
く
を
お

し
み
て
残
す
瑠
璃
の
灰
皿

井
口
　
政
子

び
ろ
び
ろ
と
刈
田
ひ
ろ
が
る
上
を
舞
う

白
鷺
三
羽
冬
日
を
受
け
て

大
場
　
房
江

花
見
す
る
手
筈
に
閉
ま
る
家
の
腫
泡
立

つ
ビ
ー
ル
に
花
の
香
も
添
う白

石
　
敏
子

出
に
離
れ
ろ
野
鳩
に
白
き
鳩
一
羽
天
使

の
如
き
容
姿
見
せ
居
り

垂
広
　
　
勝
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5月上期の遠賀町主要行事

日i田 ��行∴再　内　容i時　間i実施会場 ���担当課名i目的及び主軸象等 ��億∴巷 

4／20 －20 ��野犬薬殺実施中II町内全域 ���住　民　課 �毒エサ設置場所には赤旗を 立てています �詳細は 13ページ 

4I28 －5 ��ポリオ生ワク申込み受付中0－17：00匿衛等 ���住　民　課 �印鑑持参の事 �詳細は 10ページ 

2 �目 �公民館対抗 軟式野球大会（l） �7；45－17：0惇弊 ��社会輔課車在住の中学生以上 ��詳細は 4ページ 

4 �火 �妊　婦　相　談i9：30－ ��役場保健室 �住　民　課 �妊産婦 �詳細は 12ページ 

4－10 ��三醜合申込み受付18：30－17：0停衛生督 ���住　民　課 �i印鑑持参の夢 �詳細は 10ページ 

6 �木 �ボ∴リ　オ　生　ワ　ク �13：10－14車難民飽 ��住民課（謹懇醒離農込む ��詳細は 10ページ 

91日 ��緩ま藍熱雲（汗00～17：00 ��広漠小遠申 グランド �社会輔諌l町内在住の噌生以上 ��詳細は 4ページ‾ 

10l月 ��定　例　区　長　会 �13：30－・ �役　場 第2会頭室 �庶　務　課 �各区長 � 緒核レントゲン検診鵬三縄懸冨篇 ���住民課儲 ��詳細は 12ペ・－ジ 

・自記∴ごと輔車00－16串良鯛腿 ���福祉課I �� 

乳　児　相　識巨0－10：中期健室 ���住民課匡後7－12棚 ��詳細は 10ページ 

三穂混合予防接中10－14：00 ��中央公民館 �住民課摩翻蕊鵜込む ��詳細は 10ページ 

12ト ��続核レントゲン検診函二部 ��鬼津公民館 尾崎公民館 �住民課庫 ��詳細は 12ページ 
婦が盲岩レ奈全車0－ ��中央公民館 �社会教育課 � � 

13 �木 �高二二二二寸評＝i擁撥難 ���住　民　課 �今古賀 松の本、緑光苑 �詳細は 12ページ 
身　体　障　害　者 �13：50ー15車醜蔓 ��福　祉　課 � �詳細は 9ページ． 

14 �金 �結核レントゲン検診函＝調駿鵠 ���住　民　課 �旧停 広渡 �詳細は 12ペ・－ジ 

15 �土 �結核レントゲン検診車博00 ��遠賀中学校 �住　民　課 �別府、千代丸 �詳細は 12ページ 

お出かけは　　ひ　と声かけて　　カ　ギかけて

皆
様
の
お
手
許
に
あ
る
図
書
（
一
般

向
け
・
子
供
向
け
）
を
中
央
公
民
館
に

御
寄
贈
い
た
だ
き
遠
賀
町
文
化
活
動
の

一
環
に
活
用
さ
せ
て
下
さ
い
。

特
に
本
年
度
か
ら
青
少
年
に
良
い
環

境
を
与
え
ろ
条
件
整
備
と
し
て
中
央
公

民
館
内
の
図
書
室
の
内
容
充
実
を
、
は

か
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
勿
論
、
悪
書

の
追
放
も
実
施
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
が
、
良
書
に
よ
る
読
書
運
動
も
大
切

な
草
で
す
。
皆
様
か
ら
の
御
厚
志
は
決

し
て
無
に
い
た
し
ま
せ
ん
の
で
ぜ
ひ
理

解
あ
る
御
寄
贈
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す

遠
賀
町
中
央
公
民
館

人
権
縮
刷
相
談
開
設

▽
開
設
日
　
昭
和
5
7
年
5
月
2
4
日
（
月
）

▽
時
　
間
　
1
0
時
～
1
5
時

▽
場
　
所
　
公
民
館
別
館

▽
相
談
員
　
人
権
擁
護
委
員

心
配
ご
と
相
談
員

福
岡
法
務
局
北
九
州
支
局
員


